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◇特に評価の高い点
＜管理者の責任とリーダーシップ＞
   毎年度、施設の概要・重点項目等を網羅した「支援サービス計画書」を作成し、職種別業務内容や、役割分担を明示して
いる。遵守すべき法令等も、理解するように周知を図っている。重要なことは毎日の朝礼で伝えている。
毎年6月までに職員から業務改善提案書を提出してもらい、職員会議において検討し、改善に取り組んでいる。
これらのことは、強いリーダーシップの下に行われており、極めて高く評価できる。
＜地域との交流、地域貢献＞
   「支援サービス計画書」を作成し、施設行事、地域行事への参加も、積極的に取り組まれており、広報誌やホームページ
により地域との交流も図られている。
ボランティアの受入れ、地域の福祉施設や住民への備品の貸出、玉ねぎの無料配布、施設周辺の草刈作業などは、高く評
価できる。
＜利用者の尊重＞
　年1回利用者全員への満足度調査、訪問調査、個別面談に加え、投書箱「みんなの声」を設置し、利用者の意見や思いを
聞く場を設けて、意見や思い、直接言えないことも取り上げるよう努めていることは、高く評価できる。
＜日常生活支援＞
　利用者の体調に合わせた食事を提供し、毎月の給食会議や給食モニターに参加利用者の意見を取り入れ、献立に反映し
たり、全員に誕生日に食べたいものを聴き、希望の食事を提供していることは、高く評価できる。

◇改善を求められる点
＜中・長期計画の樹立＞
　中・長期計画の樹立と、それに基づく事業展開を図ることが、肝要と考える。
＜職員の資質向上＞
　個々の職員の中・長期研修計画に基づき、毎年度の研修等の計画・実行を行うことが、肝要と考える。
＜安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取り組み＞
　事故や災害等各種リスクに対してのマニュアルはできている。
事故防止対策委員会を設置し、問題を集約しているので、内容を検討し、対策を立て、全職員に周知できれば、更に良いと
考える。

　平成１５年度に受審以来、２回目の受審です。
　今回の受審により、現状の把握、改善すべき点が明確になり、職員の問題意識向上へ繋がっている
と思っています。
　改善すべき点としてご指摘いただいたことは、可能な限り早急に改善し、より質の高いサービスの提
供に努めたいと考えています。この度は、ありがとうございました。

http://www.hukusikumiai.com/
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　利用者尊重の姿勢は、虐待防止委員会の資料等で確認できた。フロアーごとには、相談できる個室
はないが、1階の面談室等で対応できている。利用者満足度向上にも、年1回の満足度調査、訪問調
査、個別面談を利用して利用者から、意見や思いを聞く場とし、投書箱「みんなの声」を設置し、直接言
えない事も取り上げるように工夫し、利用者からの相談意見に関しては組織的に対応している。
　事故防止や災害マニュアルの作成を確認でき、事故防止対策委員会も設置され、施設内外で起こっ
た問題も、集約されている。
　改善点としては、施設内外で起こった、集約された問題について、組織的に対策を検討し、全職員に
周知すると、更に良いと考える。

　利用者の自治会では、行事やバザーの意見や参加の募集をするなど、利用者の主体的な活動を尊
重している。
　日常生活支援も利用者の疾患、体調に合わせて食事を提供している。毎月の給食会議、給食モニ
ターで参加利用者の食事に対する意見を取り入れ、献立に反映し、年1回全利用者に、毎月の給食モ
ニターで嗜好調査や要望・意見を聞く機会を設けて、全員に誕生日に食べたいものを聴き、それを反映
した食事を提供していることは高く評価できる。
　改善点としては、入浴マニュアルの作成、及びトイレは寒いとの意見を踏まえ、改善されると良いと思
う。

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

　理念としては、あらためては、作られていないが、運営方針・基本方針を定め、職員会議、施設内への
掲示、支援サービス計画等により周知し、組織的に事業を展開している。
　事業計画には、 1泊旅行を再開し又、同時に、ラーメン屋台やバーベキューなどのイベントも、当初
は、外出できない利用者のために、施設内で行うことなどの配慮には、施設長をはじめ職員の熱い思い
が感じられる。
   改善点としては、中長期計画策定と、それに基づく、事業展開に心懸けることが、肝要と考える。

Ⅱ　組織の運営管理

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅳ　良質な個別サービスの実施

　施設長自らが毎年度、「支援サービス計画書」を作成し、職種別業務内容において、役割分担を明示
している。又、遵守すべき法令等は、理解するように周知を図っている。毎年6月ごろまでに、業務改善
及び業務提案を職員に提出してもらい、職員会議において検討し、組織的に改善に向けて取り組まれ
ていることは、高く評価できる。
　職員の質の向上に向けた体制も、能力評価、業績評価を実施し、組織の活性化を図っている。
　改善点としては、職員の教育、研修については、研修への参加後は、職員会議においてフィードバッ
クされているが、個々の職員の中・長期の研修計画は策定していないが、長期見通しを立てて、取り組
まれると良いと思う。
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